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免除レベル導入後の密封線源の規制の
原則と特例

許可
免除レベルの1000倍を
超える

新届出
免除レベル～免除レベル

1000倍

設計承認
免除レベル～免除レベル
1000倍で国の型式承認
を取ったもの

免除
免除レベル以下

原則 特例
煙感知器等の使用者規制免除

（安全上の特徴）
・人体に取り込まれる危険性はほとんど考えられない

・機器からの放射線が近くにいる人に与える影響は無視できる程小さ
い

・使用者が線源そのものを取り扱うことはない

（条件）

・国が指定する機器で、放射能他の条件を満たし、国の承認を受けた
もの

（効果）
・大量に出回る煙感知器等について使用者の規制を免除

免除レベル

免除レベル
の1000倍

校正用線源の設計承認適用
（安全上の特徴）
・サーベイメータの導入により、施設全体の放射線管理、安全管理が
向上する

・長時間継続して使用するものではない

（条件）
・校正用線源（小型のものに限る）

（効果）
・核種、放射能、外部線源にかかわらず、型式承認の適用届出から許
可への格上げを避けられる


